
PROFILE　1990年、日本大学芸術学部在学中に珍しい
キノコ舞踊団を結成。演出・振付・構成を担当し、作品発
表を行うほか、映画『めがね』（2007年）、CM「アセロラ
体操」（2010年）、miwaをはじめJ-POP楽曲への振付や
出演など幅広く活躍。

伊藤千枝（珍しいキノコ舞踊団）
人とふれあい、自然と笑顔に

　その思いから、子どもや親子、

さまざまな年代とのワークショッ

プも、人と人がふれあうことが

テーマだ。さすったり、背負ったり、

トンネルをつくって通り抜ける

ゲームをしたり、気がついたら身

体を動かしている。必死になって

動いているうちに、自分の身体の

身体性に気づいたり、人の重さを

感じたり、汗びっしょり。ダンス

では、表現するものが自分の身体

しかない。「『ダンス楽しいでしょ』、

もあるけど、『人間讃歌』。『人っ

てすごいでしょ、素晴らしいで

しょ人間って』、ていうことを最

終的に伝えたい」。

　学校でのワークショップでは、

大人しい子が積極的に動き出して

先生に驚かれることもある。「今

の社会では、人目が気になる。ワー

クショップでは、そういうことが

気にならない時間をつくりたい」。

縮こまらない、身体と心がつなが

る表現から、笑顔が生まれる。

「珍しいキノコ舞踊団」を主宰す

る振付家の伊藤千枝さん。子ども

のころから踊りが好きで、大学で

出会った仲間と念願のダンスの団

体をつくった。コミカルな振りで

独特な世界観を表現する舞台作品

は、メンバーと手探りでつくられ

る。「パズルのピースを探すように、

何でもいいからやってみる。つ

くっていく中で、自然と笑顔にな

るようなことが出てくることが多

い。顔がぱっとはじけるというか、

そうなるといいなと思いながら作

品つくったり、踊ったり」。

　伊藤さんの思うダンスとは、「自

分の中から、感情から生まれてく

る動き」。“かっこいい” 舞台を目

指しているけど、“クール” では

ない。はずしたところにある面白

さを求めるのは、昔みていたドリ

フターズやアニメの影響もあると

言う。いつも念頭にあるのは、お

客さんに笑顔になってほしい、み

んなと一緒に踊りたいということ。
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